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第１節 生涯学習の基盤整備 

 

１ 生涯学習推進体制の整備         

  (1) 宮崎県生涯学習審議会 

   平成 30 年８月の任期終了後から当面の間休会としている。次回の審議会については、必要に応じて立ち上 

  げることとしている。 

 

 

２ 生涯学習情報提供・相談体制の整備 

 (1) 生涯学習情報提供 

   従来のシステムに県民自らが手軽に情報を登録・発信できるシステムを追加しており、県民の自発的な生涯

学習を支援するとともに、家庭教育の充実や青少年の体験活動の充実に資するため、生涯学習に関する多様な

情報を提供する。 

    ア インターネット事業 ～ 「みやざき学び応援ネット」の構築 

   (ｱ) 生涯学習関連情報（ホームページ）の充実 

   (ｲ) 生涯学習情報（データベース）の充実～学習機会・指導者・施設・団体・アシスト企業等 

 (2) 生涯学習相談 

   電話等による県民や市町村等からの生涯学習に関する相談に応じ、その学習機会や指導者等についての情 

  報提供を行う。
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３ 地域学校協働活動事業 
 
 （１） 事業の概要 
    原則として中学校区ごとに「地域学校協働本部」の整備を推進するとともに、幅広い地域住民や企業・ 

団体等の参画により、地域と学校が連携・協働し、地域全体で未来を担う子供たちの成長を支え、地域を
創生する活動を推進する人材の育成及び普及・啓発のための研修及び協議会を実施する。 

         
 （２） 地域学校協働活動事業のねらい     
   地域と学校が連携・協働した活動を推進する体制の整備・確立を図り、地域の未来を支える人材の育成 

   及び持続可能な地域づくりに資する。 
   
 （３） 実施状況（令和５年度） 
   ○ 地域学校協働本部の設置状況 

市町村名 本部数 対象学校数 学校名 
小 中 義務 小 中 義務 

宮崎市 10 17 8 0 

宮崎小、大淀小、古城小、江
平小、檍小、潮見小、国富小、
瓜生野小、生目小、宮崎西小、
本郷小、宮崎港小、加納小、
檍北小、小松台小、生目台東
小、生目台西小 

宮崎東中、大淀中、
檍中、生目中、本郷
中、生目南中、生目
台中、加納中 

  

国富町 1 1 1 0 木脇小 木脇中   
綾町 1 1 1 0 綾小 綾中   

日南市 10 15 9 0 

飫肥小、吾田小、油津小、東
郷小、桜ヶ丘小、細田小、大
堂津小、鵜戸小、酒谷小、大
窪小、吾田東小、北郷小、南
郷小、潟上小、榎原小 

飫肥中、油津中、吾
田中、東郷中、細田
中、鵜戸中、北郷中、
南郷中、榎原中 

  

串間市 1 9 1 0 
福島小、有明小、北方小、金
谷小、秋山小、大束小、本城
小、市木小、都井小 

串間中   

西都市 1 8 6 0 
妻北小、妻南小、穂北小、茶
臼原小、三納小、都於郡小、
三財小、銀上小 

妻中、穂北中、都於
郡中、三納中、三財
中、銀鏡中 

  

高鍋町 2 2 2 0 高鍋東小、高鍋西小 高鍋東中、高鍋西中   
西米良村 1 1 1 0 村所小 西米良中   

木城町 1 0 0 1     みどりの杜 
木城学園 

川南町 1 5 2 0 川南小、通山小、東小、多賀
小、山本小 

唐瀬原中、国光原中   

都農町 1 4 1 0 都農小、都農南小、都農東小、
都農東小内野々分校 

都農中   

都城市 41 29 12 0 

明道小、南小、大王小、東小、
上長飯小、五十市小、西小、
沖水小、祝吉小、志和池小、
丸野小、庄内小、菓子野小、
乙房小、西岳小、夏尾小、安
久小、川東小、明和小、白雲
小、麓小、富吉小、石山小、
山田小、中霧島小、木之川内
小、高崎小、高崎麓小、縄瀬
小 

姫城中、小松原中、
五十市中、祝吉中、
沖水中、庄内中、西
岳中、中郷中、西中、
白雲中、山田中、高
崎中 

  

三股町 1 6 1 0 三股小、勝岡小、梶山小、宮
村小、長田小、三股西小 

三股中   

小林市 9 13 9 0 

小林小、南小、細野小、西小
林小、東方小、永久津小、三
松小、幸ヶ丘小、野尻小、栗
須小、紙屋小、須木小 

小林中、細野中、西
小林中、永久津中、
東方中、三松中、野
尻中、紙屋中、須木
中 

  

えびの市 4 5 4 0 飯野小、上江小、加久藤小、
真幸小、岡元小 

飯野中、上江中、加
久藤中、真幸中 

  

高原町 1 4 2 0 高原小、広原小、狭野小、後
川内小 

高原中、後川内中   

延岡市 17 10 14 1 

旭小、緑ヶ丘小、東小、港小、
黒岩小、名水小、上南方小、
熊野江小、浦城小、北方学園
小 

延岡中、恒富中、岡
富中、旭中、西階中、
南中、東海中、土々
呂中、黒岩中、南方
中、南浦中、北方学
園中、北川中、北浦
中 

島野浦学園 
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日向市 7 14 8 0 

富高小、日知屋小、財光寺小、
細島小、塩見小、平岩小、美
々津小、大王谷小、日知屋東
小、財光寺南小、東郷小、坪
谷小、寺迫小、東郷小若竹分
校 

富島中、岩脇中、美
々津中、日向中、財
光寺中、大王谷中、
東郷中、東郷中若竹
分校 

  

門川町 1 3 1 0 門川小、草川小、五十鈴小 門川中   
諸塚村 1 2 1 0 諸塚小、荒谷小 諸塚中   

椎葉村 1 5 1 0 椎葉小、尾向小、不土野小、
大河内小、松尾小 

椎葉中   

美郷町 1 1 1 2 

南郷小 南郷中 西郷義務教育
学校、 
美郷北義務教
育学校 

高千穂町 1 5 2 0 高千穂小、押方小、田原小、
岩戸小、上野小 

高千穂中、上野中   

日之影町 1 3 1 0 宮水小、高巣野小、日之影小 日之影中   

五ヶ瀬町 1 4 1 0 鞍岡小、三ヶ所小、坂本小、
上組小 

五ヶ瀬中   

 

 

 

 
 （４） 宮崎県の地域学校協働活動事業における成果と課題 
    【成果】 
  ○ 補助金を希望する市町村に対して、国と県がそれぞれ補助率１/３以下を負担することや各市町村の担当

者とコミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的推進について協議を行う「絆」推進委員会の実
施により、各市町村の地域学校協働活動の体制整備や活動の充実が図られた。 

○ 学校関係者や地域学校協働活動推進員、各種関係団体、企業等を対象として例年実施している県民総ぐ
るみ「地域･学校づくりのつどい」や地域学校協働活動に係るシンポジウムやフォーラムは、参加形式をオ
ンラインと集合を同時に行うハイブリッド型で開催し、地域と学校の連携・協働の推進を図るための人材
育成や普及・啓発を広く行った。 

○ 「地域学校協働活動推進員等研修会」と「放課後子ども総合プラン推進研修会」をそれぞれ３地区で実
施し、実践発表や協議などを通して人材の育成に努めることができた。 

○ 作成した実践事例集をホームページに掲載し、各市町村への周知を図ったことで、デジタル化により必
要な情報を簡単に検索できるようにすることができた。 

 【課題】 
〇 すべての市町村において、持続的・効果的な地域学校協働活動の推進が図られるよう、地域学校協働本

部の整備・確立に向け、継続した支援が必要である。 
〇 コミュニティ・スクールと地域学校協働活動を一体的に推進するために、教育庁内各課や市町村教育委

員会、地域住民、教職員が情報を交換し、共通理解を図る場を今後も設ける必要がある。 
○ 教育体制構築委員会や研修会の充実を図り、地域と学校の中核となる人材を育成していく必要がある。 
○ 「みやざきの地域と学校の連携・協働の推進（手引き・概要版）」や、実践事例集を活用し、さらに地

域学校協働活動の普及・啓発を図る必要がある。 
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第２節 社会教育の振興 

１ 社会教育振興体制の整備充実 

 

 ① 社会教育委員会議（令和５年度） 

   本県の社会教育の充実・振興に資するための研究・協議を行った。 

   ◇ 会議開催回数  ４回 

   ◇ 委員数    １８人 

   ◇ 協議テーマ 

第１回 宮崎に根ざしたウェルビーイングを実現する生涯学習の在り方について 

第２回 宮崎に根ざしたウェルビーイングを実現する生涯学習の在り方について 

第３回 宮崎に根ざしたウェルビーイングを実現する生涯学習の在り方について 

第４回 宮崎に根ざしたウェルビーイングを実現する生涯学習の在り方について 

 

 ② 社会教育委員連絡協議会（令和５年度） 

   県及び市町村に設置された社会教育委員との連携と社会教育の振興を図るために各種事業を実施した。 

     ◇ 活動方針 

     「人をつなぎ、人がつながり、未来につながる社会教育」を目指して、各市町村・地区において、 

    社会教育関係団体や各種機関、企業、行政等間のネットワークづくりを進めながら社会教育活動の活  

    性化を図り、豊かな地域づくりに寄与していく。 

      ◇ 事業内容  ア 理事会、総会 イ 地区別研修会 ウ 宮崎県社会教育委員研究大会等  

 
２ 公立社会教育施設 
 
  市町村立の社会教育施設の設置状況は次のとおり。             
                                                                        （令和 5 年 4 月） 

 
 
 市 町 村 名 
 

 
公立公民館 

 
公民館 

 
類似施設 

 
 

計 
 

 
 

図書館 
 

 
公民館等 

 
図書室 

 
視聴覚 

 
ライブラリー 

 
     
           
 
            
    
 
 
 
 
    
 
 
 
 
 
    
 
 
 
 
 
    
    
 
 
 
 
 
 
 
    

 
中央館 

 
地区館 

 宮 崎 市  １ ２６  ２７  ２ ４ １ 
 国 富 町     １   １   １   
 綾   町   １           １   １   
 日 南 市   １   ７      ８   ４   
 串 間 市   １   ３      ４   １   
 都 城 市   １  １７   ２  ２０   ２ *1 ３  
 三 股 町   １   ９   ６  １６   １   
 小 林 市   １    １   ２   ４   ３ *1   
 え び の 市       ２   ２   １   
 高 原 町   １          １  １       
 西 都 市   １   ５    ６   １   
 高 鍋 町   １    １   ２   １   
 新 富 町   １    ２     ３    １        
 西 米 良 村                    ０      １       
 木 城 町              ０  １       
 川 南 町              ０   １   
 都 農 町   １             １   １   
 延 岡 市   １   １   ５   ７   ４ *1  １ 
 日 向 市    １   ６   ２   ９   １  １ 
 門 川 町   １          １   ２   １   
 諸 塚 村   １                  １  １       
 椎 葉 村     １   １ １        
 美 郷 町   １   １     ２   ３   
 高 千 穂 町   １   ２   １   ４   １   
 日 之 影 町             ０ １        
五 ヶ 瀬 町      １   １   ２  １       

計  １８  ８１  ２５ １２４  ３３      １２ ３ 
 
＊１ 都城市立図書館、小林市立図書館、延岡市立図書館は分館を含む数 
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第３節 青少年教育 

 
 
１ 青少年教育 
  「地域の子どもは地域で守り育てる」という意識のもと、地域住民や行政の役割分担を明確にし、十分な連 

携を図りながら、地域で生き生きと活動する青少年を育成する。 
   異年齢集団における様々な体験活動や活力ある地域づくりのボランティア活動情報等を提供したり、各種青 

少年団体等への支援を促進することにより、地域の教育力の向上を図り、健全な青少年を育成する環境及び体 
制を構築する。 

 
  （令和５年度青少年教育関連事業） 

①  宮崎県子ども会育成連絡協議会 50 周年記念式典 参加者 130 名 
   ② 宮崎県青年大会（体育大会と文化芸能大会）  参加者  95 名 
   ③ 全国青年大会                              参加者  28 名 
 
    （放課後子供教室推進事業） 
     全ての子ども（小学生を中心に、幼児や中学生を含む）を対象に希望者を募集し、学校の余裕教室等を活 

用して放課後や週末等に子どもの活動拠点（放課後子供教室）を設け、地域住民の協力を得ながら、学習活 
動や各種体験活動を行う。 

                 
放課後子供教室の推移（R3 年度より放課後子供教室、地域未来塾、地域体験活動を含む） 

平成 30 年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 
１５市町村 
９１教室 

１５市町村 
９２教室 

１４市町村 
９０教室 

１５市町村 
９４教室 

１４市町村 
９２教室 

１５市町村 
９９教室  

      
 
２ 少年団体 
  少年団体には、子ども会、ボーイスカウト、ガールスカウト等があり、それぞれ独自の歴史と性格をもって 
 特色ある活動を展開している。 

                                      少年団体の推移           (生涯学習課所管の団体のみ） 

     年度 
団体名 

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 
団体数 団員数 団体数 団員数 団体数 団員数 団体数 団員数 団体数 団員数 

子ども会 
 
 1,060 

人 
 30,341 

 
960 

人 
28,222 

 
908 

人 
26,196 

 
642 

人 
22,731 

 
534

人
20,705

ボ ー イ 
スカウト 

 
58 

人 
504 

 
58 

人 
445 

 
53 

人 
382 

 
52 

人 
357 54

人
354

ガ ー ル 
スカウト 

 
11 

人 
348 

 
11 

人 
311 

 
11 

人 
298 

 
10 

人 
225 

 

10 

人

234 

 
 
 
３ 青年団体 
    青年団は、各地域ごとに居住する青年男女により組織される団体であり、研修会や青年相互の意見交換会を 

実施するなど、団員の資質の向上や地域の伝統芸能継承活動、イベントの実施など、地域の活性化を目的に活 
動している。 

  宮崎県青年団協議会は、７０年余りにわたり本県の社会教育の振興・充実のために活動し、本県のリーダー 
となる多くの人材を輩出している社会教育関係団体である。 

                      
               宮崎県青年団協議会団体数及び団員の数の推移 

  年 度  平成 30 年度  令和元年度  令和２年度  令和３年度  令和４年度 令和５年度 
  団体数 13 13 12 13 11 10 
  団員数 333 330 207 254 202 220 
 
 ※令和元年度は、年度中に休会となった小林市８名を含む 
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